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本市の人口

(昭和50年7月1日現在〉

人口 総数 1 94， 791人

男 94，795人

女 99，996人

帯 数 61. 261世帯

19日-21日
22日
23日
24日

と
、
よ
り
健
腕
前
な
遊
び
場
の
慢
置
に
一

腎
沼
、
背
葉
の
敷
柿
処
分
に
つ
い
て
一
夜
間
保
育
も
す
る
噌
え
は
な
い
か
・
一
社
」
を
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
積
一
奇
後
の
末
柄
拘
処
理
は
、
乙
の
苦
い
-

よ
り
背
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
り
、

一は
、
主
の
意
見
を
十
量
賞
す
る
一
笹
本
館
は
五
十
蓄
を
一
初
年
度
主
雪
表
せ
る
が
、
組
予
算
の
四
分
の
二
経
験
壱
生
か
し
て
、
議
官
話
胡
一

名
誉
巷
面
復
す
る
必
要
が
あ
る
a

↑
が
、
干
揮
を
型
克
に
提
供
す
る
こ
と
が
一
し
て
改
造
し
て
い
く
。
本
年
は
外
務
を
一
を
占
め
て
い
る
民
生
曹
の
各
施
策
炉
、
一
と
し
て
処
理
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
-

笹
高
校
生
不
純
典
性
夜
遊
問
題
が
一出
来
る
か
ど
う
か
困
難
で
あ
る
・
オ
入
一軒
飽
に
移
す
の
で
そ
の
た
め
の
改
造
と
一
他
部
門
に
予
算
的
に
与
え
る
影
智
は
ど
一
か
。

一

亮
生
し
た
乙
と
は
、

誠
に
温
憾
で
あ
丸
欠
陥
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
・
芝
同
区
内
の
改
装
に
も
着
手
し
た
い
よ
透
ず
な
の
か
。
ま
た
、
震
零
開
喜
一
答
書
石
処
理
は
案
以
来
七
五

ス
ポ
ー
ツ
霊
平
施
設
帯
主
主
窓
会
館
品
程
、
現
在
星
空
も
一
周
パ
ス
は
公
共
パ
ス
の
補
充
と
し
て
現
一
署
員
量
に
通
ず
る
乙
と
は
な
い
一問
、
ご
み
処
理
に
困
っ
て
い
た
需
に
一

人
間
形
成
の
努
力
を
払
っ
て
い
え

一
館
主
国
い
を
一
印
刷
吋
て
お
り
ま
す
が
、
ま
一在
駅
前
か
ら
病
院
の
問
乏
山
戸
汀
し
て
い
一
か
.
一
役
立
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
モ
ヰ

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
は
、
教
だ
桔
輸
を
得
て
お
り
ま
せ
ん
。

一る
が
、
運
転
手
の
他
に
聖
五
が
同
一
答
初
日
後
先
施
策
が
君
主
に
一い
う
面
か
ら
、
量
堅
持
も
あ
っ
一

墓
塁
、
学
校
、
社
会
、
露
呈
甲
府
商
高
皇
室
一
万
五
千
坪
(
哀
し
、
利
用
君
主
に
あ
た
っ
て
い
一
審
し
な
い
考
量
し
て
い
る
。

一た
が
功
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

一

一れ
ぞ
れ
の
責
任
を
向
避
す
る
E
と
な
く
一四
万
九
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
)
に
、

Z
e
品
君
主
皇
官
、
更
新
一
震
に
つ
い
て
は
、
昨
年
一
面
に
わ
一
基
は
、
ご
み
処
理
委
員
会
を
豆

一翼
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
号
。
教
育
一鉄
筋
問
題
一
部
二
題
(
九
千
九
百
一時
に
検
討
し
た
い
。
院
内
保
育
所
は
当
一
た
っ
て
医
蓄
の
改
定
が
行
わ
れ
、
去
し
て
、
重
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
話

六
月
富
市
望
は
、
六
月
十
=
百
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
二
十
四
日
ま
で
と
語
、
手
、
回
需
長
よ
り
河
口
市
政
第
二
期
の
所
望
書
が
あ

一賞
金
と
し
て
は
、
今
後
再
び
と
の
よ
一
二
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
)
の
雲
、
グ
百
展
開
保
育
で
い
く
。
一
際
に
は
=
一
八
七
%
の
ア
ッ
プ
に
な
っ

τぃ
重
喜
討
し
、
守
派
な
ご
み

ι

り
、
喜

重

毒

一見
て
の
=
再
定
例
会
で
は
、
関
空
寸
年
度
当
初
予
算
を
話
予
算
と
し
た
た
め
、
事
的
肉
付
け
の
た
め
の
一
般
会
計
術
百
五
一
う
な
開
票
差
し
な
い
よ
う
に
、
学
一ラ
ウ
ン
ド
量
破
し
て
い
く
。
五
十
年
一
病
院
新
館
の
地

一て
い
る
が
、
蓄
は
一
般
財
源
を
投
入
一環

(

毒

物

専

用

暴

露

呈

な
ど
二
十
三
一
件
を
喜
し
ま
し
た
。
乙
の
結
果
、
ぃ

5
2暫
く
事
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
雪
慰
霊
寮
員
並
び
に
第
一
警
に
あ
っ
て
は
害
、
理
教
官
、
三
千
九
百
二
十
一
言
1
ト一

下
湧
水
対
策
は

τ、
三
五
控
室
富
負
担
の
軽
減

I
t

-

-
奥
仙
丈
山
露
県
有
財
産
保
重
合
費
量
雲
行
い
、
さ
ら
こ
、
甲
府
刑
務
所
移
転
量
二
関
す
る
問
責
特

u責
金
、
甲
府
駅
近
代
化
霊
に
玉
置
点
に
し
、
基
教
育
で
は
宵
少
年
一
ル
(
四
億
六
千
八
百
万
巳
号
、
五
十
一
間
程
誌
の
情
説
奈
著
し
で
努
め
て
い
る
。

主
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化
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一
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安
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舎
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院
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水
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所
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間

政
治
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て
、

Eは
↑
り
ま
す
。
将
来
に
わ
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っ
て
も
、
十
九
一
山

司

社

4
ヨ
引
司
司
引
司

3
U
は
、
特
に
日
常
告
に
阻
襲
撃
議
的
に
誌
、
な
菱
重
胃
柱
、
今
後
も
費
え
る
こ
と
な
く
推
す
る
。

山

一資
に
限
ら
ず
、
他
の
面
で
も
検
討
を
牛

編
一

l
一
革
新
市
雲
に
更
し
て
い
る
縫
製
一
言
府
自
在
主
主
棄
の
た
一
…

同
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指

暴

雨

福

一農

場

一

警
低
所
問
者
に
は
震
護
曹
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掛
で
あ
あ
小
網
ス
ポ
ー
ツ
公
害
巡
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、
霊
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、
甲

E近
代
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ま
た
、

2
2
2
1
て
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い
。
駐
車
掛
の
必
喜
は

よ
一
月

一
あ
る
が
、
不

Zの
喜
義
行
す

Z
5
5持し
て
ま
い
り
ま
一
川

E
L
K
-
t
f
b
u

g図
る
。
輔
君
事
出
動
早
期
に
同
夜
、
宮
害
型
車

丸

巾

E
E専の
壁
に

…
会
…
ん例…
一
定
~

一月ん一6ん

教
育
福
祉
環
境
整
備
を
基
調
に

ト
開

総
予
算
額
百
三
十
七
億
円

局務事会議

一

附
一号

甲
一

6

aa言
回
山
一

2

7
園

町一
第

3
 
(
 
話沼世



一めの棋幹事誕計画が今図示された一恨の充実と末況対策の立動から、一
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一

一が
、その中で
革新
といえる政策と
一
学
校
詮
毒
事
理
的
に
新
し
い
一

一
条
例
特
製
塁
は
話
さ
れ
た
語
5
の
盟
と
し
て
と
ら
え
る
に
よ
り
一
部
市
民
に
と
っ
て
混
乱
を
資
貸
付
条
例
の

一部を改正山

一
ポ
1
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結

一長期計画との関連は
どうか。

一塁からの取組みを研究する
ζ

と二条例県
十四件につい
て十九
・二のではなく、社会、学撃びに招いているが、市民サービスに

す

る

条

例

は

こ

全

会

一

致

で

賛

同

一
芝
、所
雲閣の中
長された下出されました
。

二十日の両日
授員会高会
、重

量の
それぞれ
が英知を結集し欠りること旬
、ょう
一問
書
需
に
は
草
さ
れ
て
い
な
い
士
一
六
月
十
一一百本主苧紐
7
3
さらに
、震
警
を
き
さ
と
吾

妻
で
は
、
補
正
予
審
査
と
し
て
一政
雲
雪
撃
と
基本患
の喜
一

0
一般
会
計
一
山
に
霊
し
ま
し
た
が
そ
の
主
な
経過

て対
官
官
て
る
蓄
が
詰
れ
ば
を
強
化
してい芝いと
の
符
弁
が
掛
霊
の
任
童
会
相
当
存
在す一ス
国
ピ
レ
点
ア
ト
ラ
ン
ティック
品とする
旨
の
高
がありまし

一

石
い
つ
す
る
の
か
。
一
二
義
世
話
と
お
り
で
す
。
な
ら
な
し
当
然
、
教
育
査
会
と
あ
り
ま
し
た
。
以
来
襲
詰
に
る
。
ζ

ういった組合の育成強化

…
一
ー
川

日

一時
諸
ベ
持
詳
し
一
政
詩
諮
問
灯
時
一
い
対
日
詰
仲
町
内
υ
一…
訪
日
刊
誌
抑制問
γJ
長

野

町

詩

ud持
続
前
十
に
つ
い
れ
日
脱
出
町
民
謹
一
併
に
弓
持
続

J
れに対し篠弘
は姉妹都市辿

月

一り
量
に
密
室
行
い
ま
し
な
た
。
一

一ス
が
低
下
を
し
な
い
よ
う
十
分
量
一面
雪

女子
高校生
の
語
震
の
連

?
F塁
に
す
る
な
か
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
図
る
べ
き
だ
と
の
買
が
あ
り

・
一転
、甲
府
駅
近
代
化
の
今
日
ま
で
星
野
菜
の
目
的
、去に治った具

E
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玉
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お
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す
き
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、
所
信
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を
行
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一あります。

一帯
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の
た
め
の
科
学
的
政
策
え
一
、言
寄
与
を
し
て
い
一仰
心一

一
た
。
一
閉
さ
れ
ま
し
た
。
返
し
て
、
裏
話
合
跡
地
容
る
に
あ
た
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担
当
荷
の
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与
一
も
よ
市
議
事
前
察
官
、ま
た
ず
で
起
訴
献
、
友

5

で人間
都
市
甲
府
」
の
需
づ
く
り
の
一
。
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質
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と
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